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先
日
、
雨
の
日
の
早
朝
配
達
の

途
中
、
一
息
入
れ
折
に
、
普
段
街

中
で
は
見
か
け
た
こ
と
の
な
い
石

碑
が
眼
に
目
に
入
っ
た
。
高
さ
２

ｍ
弱
、
厚
さ
20
数
セ
ン
チ
ほ
ど
の

石
柱
だ
。
小
学
校
か
ら
道
を
隔
て

た
狭
い
「
子
ど
も
広
場
」
の
一
角

に
立
っ
て
い
る
。
▼
『
国
旗
掲
揚

台

満
州
事
変
５
周
年
記
念
』
『
昭
和
十
一
年

月
十
八
日

帝
国
在
郷
軍
人
会

○
○
町
○
区

青
年
団

大
日
本
国
防
婦
人
会
○
○
』
『
発
起

人
○
○
○
○
』
な
ど
の
刻
字
が
読
み
取
れ
る
。

▼
「
１
９
３
１
年
９
月
18
日
午
後
10
時
20
分
ご

ろ
関
東
軍
参
謀
の
石
原
勘
彌
、
板
垣
征
四
郎
ら

の
謀
略
の
も
と
に
奉
天
の
東
北
柳
条
湖
付
近
の

満
鉄
線
レ
ー
ル
を
関
東
軍
独
立
守
備
隊
が
爆
破

し
た
。
関
東
軍
は
こ
れ
を
中
国
軍
側
の
仕
業
と

し
て
、
19
日
の
う
ち
に
瀋
陽
，
長
春
を
占
領
。

若
槻
礼
次
郎
内
閣
は
「
不
拡
大
方
針
」
を
出
し

た
が
、
24
日
の
声
明
で
は
関
東
軍
の
自
衛
行
為

と
強
調
し
、
そ
の
後
の
軍
事
侵
略
を
正
当
化
し

32
年
３
月
傀
儡
政
権
『
満
州
国
』
を
造
っ
た
。

こ
の
事
件
は
１
９
４
５
年
に
至
る
日
中
15
年
戦

争
の
発
端
と
な
っ
た
（
柳
条
湖
事
件
『
社
会
科

学
総
合
辞
典
』
よ
り
）
▼
私
は
、
こ
の
石
碑
が

ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
、
戦
後
79
年
を
経

た
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
詳
細
は
知

ら
な
い
。
石
碑
に
あ
る
発
起
人
の
関
係
者
な
ど

を
訪
ね
て
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
み
た
い
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
先
１
５
０
周
年
記
念
日
な
ど
と

日
の
丸
が
掲
揚
さ
れ
る
よ
う
の
こ
と
の
無
い
よ

う
、
９
条
の
碑
の
建
設
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
も

思
う
。

（
も
）

日
本
共
産
党
香
川
県
女
性

後
援
会
は
23
日
、
高
松
市
で

白
川
よ
う
子
衆
院
四
国
比
例

候
補
を
招
い
た
女
性
の
つ
ど

い
を
開
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
８
２

人
が
参
加
す
る
な
か
、
「
白

川
よ
う
子
さ
ん
と
現
在
の

『
は
て
』
を
ト
ー
ク
」
と
い

う
企
画
で
は
各
分
野
の
７
人

の
参
加
者
が
現
状
を
話
し

「
医
療
な
ど
ケ
ア
労
働
者
が

安
心
し
て
働
け
な
い
」
「
子

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が
疑

問
」
「
農
業
基
本
法
改
悪
が

ひ
ど
い
」
な
ど
の
質
問
や
要

望
が
出
ま
し
た
。

白
川
氏
は
、
岸
田
政
権
が

医
療
・
介
護
を
切
り

捨
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を

忘
れ
た
よ
う
な
医
師

数
を
減
ら
す
政
策
を

批
判
。
保
育
で
は
保

育
士
数
を
増
や
し
配

置
基
準
を
変
え
る
こ

と
。
農
業
で
は
価
格

保
証
と
所
得
補
償
な

ど
の
必
要
性
を
の
べ

「
国
民
の
命
と
暮
ら

し
に
関
わ
る
予
算
を

削
り
に
削
り
、
軍
事

費
に
使
う
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

企
業
・
団
体
献
金
と
政
党

助
成
金
を
受
け
取
ら
な
い
の

が
共
産
党
だ
と
し
て
「
国
民

の
声
を
聞
か
な
い
今
の
政
治

は
変
え
ら
れ
る
。
金
権
腐
敗

と
は
無
縁
で
、
根
本
的
な
解

決
を
主
張
で
き
る
日
本
共
産

党
を
大
き
く
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

香
川
県
労
働
組
合
総
連
合

は
高
松
市
で
29
日
、
小
畑
雅

子
全
国
労
働
組
合
総
連
合
議

長
を
招
い
た
「
学
校
の
危
機

を
打
開
す
る
た
め
に
」
と
題

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、

１
３
５
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

小
畑
氏
は
、

教
職
員
は
長
時

間
過
密
労
働
や

病
休
が
多
く
、

教
職
員
未
配
置

な
ど
「
教
育
に

穴
が
開
く
」
状

況
の
一
方
、
教

員
採
用
試
験
の

倍
率
は
、
全
体

平
均
３
・
４
倍

な
ど
過
去
最
低

だ
と
指
摘
。

「
教
育
の
憲
法

の
教
育
基
本
法

が
大
改
悪
さ
れ
、

教
育
行
政
の
基

本
が
、
『
お
金

は
出
す
が
口
は

出
さ
な
い
』
か

ら
真
逆

の
『
お

金
は
出

さ
な
い

の
に
、

口
は
出

す
』
に

変
質
し

た
。
教
育
の
目
的
が
『
人
格

の
完
成
』
か
ら
、
『
時
の
政

府
や
財
界
の
成
長
戦
略
に
と
っ

て
都
合
の
い
い
人
材
の
育
成
』

に
変
え
ら
れ
た
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

小
畑
氏
は
学
校
の
危
機
へ

の
解
決
策
と
し
て
、
憲
法
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
に
基
づ

い
た
教
育
や
、
「
全
教
７
つ

の
提
言
」
の
実
現
の
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

最
後
に
現
職
教
員
ら
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
業
務
上
、
給
食
を
三
分
で

食
べ
ざ
る
を
え
な
い
」
、

「
人
が
足
り
ず
、
年
代
の
構

成
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
」
な

ど
の
声
が
出
ま
し
た
。

県
女
性
後
援
会
が

つ
ど
い
を
開
催

シンポ｢学校の危機を打開するために｣
小畑全労連議長を招いて･･県労連主催
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今
回
か
ら
次
回
に
か
け
て
は
、
「
独

占
資
本
主
義
の
時
代
に
於
け
る
困
窮
者

へ
の
社
会
的
対
応
の
特
徴
」
に
つ
い
て

見
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
）
独
占
資
本
主
義
段
階
…
…
労
働
運

動
と
社
会
主
義
思
想
の
高
揚
、
そ
し
て

「
社
会
保
険
」
の
成
立
し
た
時
代

１
】
自
由
競
争
か
ら
独
占
へ

自
由
競
争
の
時
代
は
、
競
争
そ
の
も

の
に
よ
っ
て
個
別
資
本
の
淘
汰
が
急
激

に
進
み
、
株
式
会
社
制
度
の
積
極
的
な

導
入
等
も
あ
っ
て
、
生
産
及
び
資
本
の

集
積
・
集
中
が
顕
著
に
な
っ
て
行
く
過

程
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
社

会
の
経
済
構
造
は
、
19
世
紀
の
後
半
に

は
、
大
資
本
が
支
配
的
な
力
を
ふ
る
う

「
独
占
資
本
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
時
代

に
移
行
し
ま
し
た
。

こ
の
時
代
、
働
く
者
の
側
で
は
、
機
械

化
の
更
な
る
進
展
に
よ
っ
て
未
熟
練
単

純
労
働
や
女
子
・
年
少
者
の
労
働
の
一

般
化
が
進
み
、
格
差
と
貧
困
が
急
激
に

進
行
し
ま
し
た
。
景
気
循
環
も
先
鋭
化

し
、
最
初
の
本
格
的
な
「
恐
慌
」
と
言

わ
れ
る
１
８
７
３
年
か
ら
の
不
況
は
、

労
働
者
に
も
多
大
な
困
難
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

一
方
、
そ
う
し
た
困
窮
の
広
が
り
は

必
然
的
に
労
働
運
動
を
高
揚
さ
せ
、
英

国
で
は
、
１
８
７
１
年
に
世
界
で
初
め

て
労
働
組
合
の
法
的
地
位
を
認
め
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
ま
た
、
19

世
紀
の
後
半
か
ら
20
世
紀
の
初
頭
に
か

け
て
は
、
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
思

想
と
運
動
が
力
を
持
ち
始
め
、
科
学
的

社
会
主
義
の
創
始
者
た
ち
の
活
躍
が
始

ま
っ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
「
共
産
党
宣
言
」
（
１
８
４

８
）
、
国
際
労
働
者
協
会
（
第
1
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
創
設
（
１
８
６
４
）
、

『
資
本
論
』
第
1
巻
刊
行
（
１
８
６
６
）
、

「
ド
イ
ツ
社
会
主
義
労
働
者
党
」
結
成

（
１
８
７
５
）
、
『
資
本
論
』

第
２
巻

出
版
（
１
８
８
５
）
、
『
資
本
論
』
第

３
巻
出
版
（
１
８
９
４
）
、
「
マ
ル
ク

ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』

１
８
９
５
年
版
へ
の
序
文
」
（
１
８
９

５
）
、
『
な
に
を
な
す
べ
き
か
?
』

（
１
９
０
２
）
、
『
唯
物
論
と
経
験
批

判
論
』
（
１
９
０
８
）
、
『
帝

国
主
義
論
』
・
ロ
シ
ア
革
命

（
１
９
１
７
）
な
ど
の
時
代
だ
っ

た
と
言
う
こ
と
で
す
。

２
】
「
社
会
保
険
」
の
成
立
…

…
支
配
権
の
維
持
を
狙
っ
て
の

「
ア
メ
と
ム
チ
の
政
策
」
と
そ
の
帰
結

19
世
紀
後
半
に
入
り
、
失
業
や
貧
困

の
深
化
の
な
か
で
、
熟
練
労
働
者
が
中

心
だ
っ
た
「
自
主
共
済
」
は
立
ち
行
か

な
く
な
り
、
「
慈
善
事
業
」
も
ま
た
そ

の
限
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
行
き
ま
し

た
。
ま
た
、
「
自
己
責
任
」
の
思
想
に

基
づ
く
「
新
救
貧
法
」
に
も
、
経
済
的

な
仕
組
み
に
起
因
す
る
困
窮
に
対
処
す

る
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、

社
会
矛
盾
の
激
化
と
有
効
な
対
策
の
欠

如
が
、
労
働
運
動
の
発
展
と
社
会
主
義

思
想
の
高
揚
へ
と
繋
が
っ
て
行
く
の
を

目
の
当
た
り
に
し
た
支
配
層
は
危
機
感

を
強
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
階
級
」

と
し
て
立
ち
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

労
働
者
の
運
動
は
、
既
に
弾
圧
で
は
抑

え
き
れ
な
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
自
己
の
実
質
的
な
支

配
権
を
何
と
か
し
て
維
持
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
た
支
配
階
級
が
、
個
々
の
施
策

で
は
一
定
の
譲
歩
を
す
る
と
い
う
戦
術

に
移
行
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
が
独
占
資
本
主
義
の
時
代
だ
っ
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
段
階
で
成
立
し

た
の
が
「
社
会
保
険
」
で
し
た
。

例
え
ば
、
世
界
史
で
も
習
っ
た
ア
メ

と
ム
チ
の
政
策
で
有
名
な
ビ
ス
マ
ル
ク

の
19
世
紀
ド
イ
ツ
は
、
１
８
７
８
年
に

社
会
主
義
者
鎮
圧
法
を
制
定
し
た
も
の

の
、
そ
れ
で
は
労
働
運
動
の
高
揚
や
社

会
主
義
政
党
の
発
展
を
抑
え
る
こ
と
は

出
来
ず
、
疾
病
保
険
（
１

８
８
８
）
、
労
働
者
災
害

保
険
（
１
８
８
４
）
、
養

老
年
金
保
険
（
１
８
９
１
）

な
ど
を
矢
継
ぎ
早
に
実
施

せ
ざ
る
を
得
え
な
く
な
っ

て
行
っ
た
の
で
す
。

「
総
選
挙
勝
利
を
」
と

日
本
共
産
党
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
の
一
斉
宣
伝
が
14
日
、

四
国
各
地
で
行
わ
れ
、
白

川
よ
う
子
衆
院
四
国
比
例

候
補
は
高
松
市
で
街
頭
宣

伝
を
し
ま
し
た
。白

川
氏
は
、

戦
闘
機
の
生

産
・
輸
出
な

ど
５
年
で
43

兆
円
も
戦
争

す
る
国
づ
く

り
と
大
軍
拡

に
つ
ぎ
込
む

一
方
、
教
育

や
社
会
保
障

費
を
減
ら
す

岸
田
政
権
の

悪
政
を
変
え

た
い
と
強
調
。

「
四
国
中
を

毎
日
駆
け
巡

り
、
年
金
や

給
料
は
上
が

ら
な
い
の
に

物
価
高
騰
で

生
活
が
大
変

と
い
う
声
を

多
く
聞
く
が
、

政
府
は
国
民

の
生
活
を
気
に
も
と
め
て

い
な
い
」
と
批
判
し
ま
し

た
。裏

金
問
題
で
国
民
の
怒

り
の
高
ま
り
に
追
い
詰
め

ら
れ
た
岸
田
政
権
の
対
応

に
ふ
れ
、
自
民
、
公
明
、

維
新
が
衆
院
通
過
さ
せ
た

政
治
資
金
規
正
法
改
定
案

の
問
題
点
を
指
摘
。
「
市

民
と
野
党
の
共
闘
を
前
進

さ
せ
、
新
し
い
希
望
の
持

て
る
政
治
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に
日
本
共

産
党
を
大
き
く
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
を
考
え
る

高
齢
化
、
人
口
減
少
、
そ
し
て

｢

大
軍
拡｣

の
流
れ
の
中
で

⑬

社
会
保
障
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
会

準
備
会

藤
井

明

日本共産党四国ブロック


